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1.は じ め に
 Granick1>, Crosby2)ら は小腸粘膜のフエ リチ ンに鉄
吸収制御機構があることを示唆 したが,そ の詳細につ
いては今 日なお明 らかでない。
 我 々3)'4)r5)は先きに,大 量のクエン酸鉄を正常 ラッ
トの胃内に投与すると,血 清鉄は急上昇するが,持 続




 今回は,更 にこの点を究明する目的で,正 常及び潟
血貧血 ラットにin situで 十二指腸ループを作 り,そ
の中へ各種濃度のクエ ン酸鉄の生食水溶液を注入 し,
血清鉄(SI)及 び小腸粘膜のフェリチ ン 鉄ー(Fr一 鉄)
とフエ リチ ン たーん白質(Fr一 たん白質)を 経 時 的 に
測定 し,又 鉄の輸送 と関連 して小腸 粘膜 のATPase
(ATP分 解酵素)とALPase(ア ルカ リ性ホスファタ
ーゼ)活 性を測定 して比較,検 討した。
II.実 験材料及び実験方法
 実験には体重3009前 後のWistar系 雄 ラットを用
い,実 験前16時 間は絶食させ,水 だけを自由に与えた。
 ラットの尾部先端を切断 して濾血(5ml)を 行な っ
た後,鉄 欠乏飼料6)で5日 間飼育 した ものを潟血貧血
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ラッ トと した。
 小 腸 を幽門か ら肛 門側50cmま でを10 cm毎 に区
分 し,幽 門に近 い方 か ら順 に,十 二指腸,小 腸1,2,3
及 び4と した。
 ラ ッ トを開腹 し,十 二指腸 の両端 を 糸 で 結 紮 して
in situで 十二指腸 ルー プを作 成 し,そ の 中へ正常 ラ
ッ トで は,ク エ ン酸第2鉄 の3,5及 び9mg(鉄0,6,
1.O及 び1.8mg)を,又 潟血貧血 ラ ッ トで は,ク エ ン
酸第2鉄 の15mg(鉄3. O nlg)を それぞれ注入 した。
 正 常 ラッ トで は5,10,20分 後 に,又 潟血貧血 ラッ
トで は5,10,20,60,180分後 に,そ れぞ れ ラッ ト
2匹 ず つ を解 剖 し,各 測定 を行 な った。
 .一.rr一鉄 とrr一 たん 白質 の測定:肝t脾 の約19,十 二
指腸 及 び小腸1,2,3,4の 各粘 膜を カバ ー グ ラスの端
で1回 軽 く掻 きと った もの をホ モジナイズ し,各 ホモ
ジネー トを75℃,10分 間熱処理 した 後,我 々3)r4)e7)が
先 きに報告 したCrichtonら の方 法 に従 い, Sephadex
G-200で ゲル炉過 して得 た フエ リチ ン分画 について,
鉄 を 日本 ロ ッシュのキ ッ トで,又 たん 白質をLowry法
で 測定 し,そ れぞれFr一 鉄 とFr一 たん 白質 と見 傲 した。
なお,Fr一 鉄/Fト たん 白質(Fe/P)比 を求 めた。
 ATPaseとALPase活性 の測 定:香 川8)ら の方法 で
ATPase活 性を測定 した。す なわ ち,十 二 指腸及 び小
腸1,2,3,4の 粘膜 の ホモジネー トを遠 沈 して得 た上 清
に,ATP-Na, MgSO4, K-phosphoenolpyruvate, Pyru-
vate kinase, Tris-H2SO4 buffer(pH 7.4)を それぞれ
加 えて30。C,10分 間 イ ンキ ュベ ー トし, ATPaseの
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作用で ATPから生じた無機燐を比色定量した。活性





μmol of phenoIjmin/ g of protein で表した。
なお，我々 3)，4)が先きに報告した方法により，血中









鉄と Frー たん白質値及び Fe/P比，ならびに ATPase
と ALPase活性は，いずれも十二指腸粘膜が最も高
く，反対に小腸4の粘膜が最も低かった。すなわち，





















は，それぞれ 712土91μrnolof P /min/ g of proteinと
5，301土1，227μmolof phenoIjmin/ g of proteinで
あった。又，小腸4の粘膜の Fr-鉄， Frー たん白質及
び Fe/P比は，それぞれ 0.8土0.3μg/g，253土6μg/
g及び 0.003土0.002，又 ATPaseと ALPase活性
は，それぞれ 365土51μrnolof P /min /g proteinと
529土34μmolof phenoIjmin/g of proteinであった。
2) 正常ラットの十二指腸ループ内へクエン酸鉄を投
与した後の SI，小腸粘膜の Fr-鉄及び ATPase と
ALPase活性の変動
正常ラットの十二指腸ノレーフ。内へクエン酸鉄丸5，9
mg (鉄 O.6， 1.0， 1.8 mg)を投与した場合， Table 1 
に示す如く， 3mg投与では， SIが急上昇して10分後
に最高値となり，以後減少するが，十二指腸粘膜の
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Fig. 1 The localization of the Fr-iron and Fr-protein levels in the small intestines of the 
normal rats. 
* the mean土SEM(n=6) 
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Fig. 2 The localization of the ATPase and ALPase activities in the small intestines 
of the normal rats. 
* the mean士SE1¥f(n=6) 
Table 1. Changes of SI and TIBC levels as well as Fr-iron and Fr-protein levels in intestinal 
mucosa after various amounts of iron citrate were administered into the duodenalloops 
of normal rats. 
Iron i ...金 SI TIBC 
citrate lMIr l(μg/dl) I (μg/dl)| 
Fr-iron(μg/g) Fr-protein(μg/g) 
I Duod. Int 
川町土13.2ド75.7*41.61 9.6土O.8 2. 9:i O. 1 2. 6土0.4 I (0.028士 (0.009土 (0.008土 I349:i 11 325土21 311土15
0.003) 0.001) 0.001) 
'f¥fO ， 10.6 4.6 5 24~7 406.4 
-rvv. -r I (0. 030) (0. 014) 
3mg ! 
r，.，. ^ ，r， '" 10.9 3.8 
[1(0.017)(0.008)j40 
354 337 
20 190. 0 411. 1 I"f¥ '":-:，"¥ I"f¥ "_~f\~"\ 1!; 8114l 
.J.VV.V ~.J. Å. .J. (0.031) (0.005)
47η3.6 519.8 (伊0.0ω泌仇4ω納Oの) (伊O5お誌Oω9め) (伊0.0品品) 273 34 
5mg 1叩O l 3171 l 5O∞O9 l (dtお品5弘Aム) (φOt誌主) (伊O1泌A)| 泌紡5 4お 制
20 295.1 475. 7 
456.8 
9 mg I 10 I 364. 4 393.8 
497.9 







































Table 2. Changes of ATPase and ALPase activities in intestinal mucosa after various amounts 
of iron citrate were administered into the duodenal loops of normal rats 
Iron 
cltrate Min* 
A TPase ALPase 
(μmol of P /min/g protein) (/-tmol of phenol/min/g protein) 
Duod. Intest. 1 Intest. 2 Duod. 




























































* Time in min after the iron delivery. 
申*Control values (the mean士SEM)(n=6) 


















投与の場合だけに， ATPase活性が 20分後に， 又
ALPase活性が10分後に軽度の増加を示した。小腸2
Table 3. Changes of Fr-iron and Fr-protein levels of the liver and spleen after various amounts 
of iron citrate were administered into the duodenalloops of normal rats 
Iron ，."・也 Liver Spleen 
trate lVlIn甲 l 一一一一一一一一 ( 
IFr・iron(μg/g)Fr-protein(μg/g) Fe/P ratio [Fr-iron(μg/ g) Fr-protein(μ 
0** 9.1士0.4 235士お 仏ω土0.006143佐 10.8 572:1:59 0.075:10.011 
5 7. 4 300 O. 025 50. 6 585 O. 086 
10 9. 8 281 0.035 40. 6 703 O. 058 














51. 5 677 





5 9. 3 219 O. 042 
9 mg 10 10.9 255 0.043 
l20 1μ189 0.066 
* Time in min after the iron delivery. 



















mg (鉄 3.0mg)を投与した後の SI，十二指腸及び
小腸 1， 2の粘膜の Fr鉄とれ/P比の変動を






Table 4. Changes of SI and TIBC levels as well as Fr-iron and Fr-protein levels in 
intestinal mucosa after 15 mg of iron citrate was administered into the duodenal 
loops of phlebotomied anemic rats 
民1in*
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5 121. 8 
10 347.1 
Fr-protein (μg/g) 
Duod. Intest. 1 Intest. 2 
540 386 349 
436 310 258 




























































































































































































































































































































































































































































































牢 Timein min after the iron delivery. 
料 Valuesat five days after phlebotomy and feeding on the iron deficient chow. 










肝と牌の Fr-鉄と FejP比は， Table 6に示す如
く，潟血後著減するが，鉄投与して 3時間後までは著
変がなかった。





























































































1. 正常ラットでは，十二指腸粘膜の Fr-鉄， Frーた
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